
一 放 射 化 学 者 か ら 見 た 加 速 器 質 量 分 析

大学院理学研究科 古 川 路 明

「放射能測定」が放射化学者の生き方であるが，（１）式からも明らかなように，長寿命核種
に対する放射能測定の適用が質量分析に比べて不利であることは常に意識していた。

Ｄ ＝ １ ｎ ２ ／ Ｔ ＝ ０ ． ６ ９ ３ ／ Ｔ （ １ ）
ここでＤは壊変率，Ｔは半減期を表す。半減期が１万年を超えれば，放射能測定は不利である。
こ こ で は ， こ の ３ 月 で 停 年 を 迎 える 者 と して ， 加 速 器 質 量 分 析 に 関 す る 二 三 の 感 想 を 述

べ て み た い 。 （ こ の 技 術 が 「 復 活 」 し た 頃 の 思 い 出 に つ いて は 「 加 速 器 質 量 分 析 と の 浅 く
て長いつき合い」１）と題して書いたので，省略した。）

１ ． 新 た な 時 代 に 際 しての 放 射 化 学 者 に よる 感 想
新 し い 装 置 が 導 入 さ れ ， 多 くの 試 料 が 測 定 で き る こ と は 結 構 で あ る 。 し か し ， 加 速 器 に

測 定 用 タ ー ゲ ッ ト を 装 着 す る 前 に ， 試 料 処 理 が あ る こ と は 忘 れて は な ら な い 。 慎 重 で， 試
料に愛着をもつ人が操作にあたらなければ正確な測定結果は得られないと思う。
立 派 な 研 究 成 果 の 陰 に ， 地 道 な 活 動 を 続 ける 「 縁 の 下 の 力 持 ち 」 が い る こ と は ， 私 が 何

度も見聞きしてきたところである。

２．いくつかの長寿命放射性核種について
（１）３Ｈｅと３Ｈ（１２．２３年）の関係-１９３９年のＡｌｖａｒｅｚと（；（）ｒｎｏｇによる安定な３Ｈｅの確認２）
は ， 加 速 器 を 質 量 分 析 計 の よ う に 用 いて 達 成 さ れ た 。 こ の 頃 の 懸 案 を 一 挙 に 解 決 し た 重 要
な業績である。当時の常識であった３Ｈｅが放射性，３Ｈが安定であるとの予測に反する貴重な
発見であった。（興味のある方はＡｌｖａｒｅｚ自身の思い出話３）を読んでいただきたい。）
（２）１４Ｃ（５７３０年）-１９７７年秋に東京大学原子核研究所で催された小研究会で木越邦彦
教授によって加速器質量分析の復活が紹介された際の参加者の反応は，１４Ｃへの適用につい
てはやや否定的な雰囲気が強かったようにみえた。その後の発展が予想を超えて著しく，
現在の隆盛を迎えていることは今さらいうまでもないが，１４Ｃの放射能測定が洗練された技
術 を も つ 専 門 家 に よ って 高 い 正 確 さ で お こ な わ れて い た こ とを 忘 れて は な ら な い 。 現 在 で
も正確さについては，なお放射能測定に軍配が上がると思う。
１４Ｃについて触れておきたいのは，核兵器実験による大気中炭素の比放射能の増加である。

１９６０年代前半にアメリカと旧ソ連による大気圏内核実験のためにその値は２倍にまで達した。
この事実は，木曾ヒノキの年輪についての名古屋大学における測定でも確認されている。
（３）１ｏＢｅ（１．５７×１０６年）一長寿命であるために，加速器質量分析の有効性は否定しよ
うがない。微弱放射能測定の限界に挑んでいた田中重男氏ら４）は衝撃を受けた。ｌｏＢｅの放
射 能 測 定 が 危 機 に さ ら さ れ る こ と は 目 に 見 えて い た 。 本 田 雅 健 ・ 田 中 重 男 ・ 今 村 峯 雄 の 諸
氏を中心に，東京大学原子力総合センターのタンデムバンデグラーフを利用したｌｏＢｅの加
速器質量分析が企画され，軌道に乗ったことは画期的な出来事であった。１ｏＢｅについては
多くが語られているので，これ以上触れないことにする。
（４）２６Ａ１（７．１×１０５年）一唄石・月面岩石などの中に含まれる宇宙線生成核種で，ガ
ン マ 線 を 放 出 す る た め に 非 破 壊 測 定 が 可 能 で あ り ， 多 くの 唄 石 に つ いて 測 定 さ れ た 。 私 が
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名 古 屋 大 学 に 赴 任 し て 間 も な く 始 め た 研 究 は こ の 核 種 に 関 係 し て い た 。 「 マ グ ネ シ ウ ム ・
アル ミニ ウム ・ 珪 素 の 陽 子 照 射 に よる ２ ６ Ａ １ と ２ ２ Ｎ ａ の 生 成 」 と 題 す る 論 文 ５ ） は ， 私 が 関 わ っ
た 論 文 と し て は 引 用 件 数 が 多 く ， 加 速 器 質 量 分 析 に よ る 測 定 値 ６ ） と も ほ ぼ 一 致 し て い た

（ Ｆ ｉ ｇ ． １ ） 。 し か し ， 放 射 能 測 定 で は ， 加 速 器 質 量 分 析 の 場 合 の １ 万 倍 に お よ ぶ 原 子 数 の
２ ６ Ａ １ を 必 要 と し ， 後 か ら み て 無 駄 を し た よ う な 感 じ を も つ の は 正 直 な と こ ろ で あ る 。

（ ５ ） ３ ６ Ｃ １ （ ３ ． ０ × １ ０ ５ 年 ） 一 唄 石 な ど の 中 に 含 ま れ る 宇 宙 線 生 成 核 種 と して 有 名 で あ る
が ， 最 近 は 水 理 学 と の 関 係 で も 注 目 さ れ て い る 。 加 速 器 質 量 分 析 に よ っ て 初 め て 正 確 な 分

析 値 が 得 ら れ た 核 種 で あ る 。 １ ９ ５ ０ 年 代 後 半 に は ， 大 気 中 濃 度 が 高 く ， 放 射 能 測 定 に よ っ て
雨 中 の 濃 度 が 測 定 さ れ て い た ７ ） 。 こ れ が 核 兵 器 実 験 に 由 来 す る こ と は ， グ リ ー ン ラ ン ド の

氷 コ ア を 用 い た 加 速 器 質 量 分 析 に よ る 測 定 ８ ） で 明 ら か と な っ た 。 こ の 経 年 変 化 （ Ｆ ｉ ｇ ． ２ ）
を み る と ， 論 文 中 に は は っ き り と 書 か れて は い な い が ， １ ９ ５ ２ 年 １ １ 月 １ 日 に アメ リ カ に よ っ て
お こ な わ れ た 最 初 の 熱 核 兵 器 実 験 （ Ｍ ｉ ｋ ｅ と 呼 ば れ る ） に よ っ て 多 量 の ３ ６ Ｃ １ が 大 気 圏 内 に 放

出 さ れ た こ と は ほ ぼ 確 実 で あ る 。 核 兵 器 実 験 の 際 の 環 境 中 へ の 放 射 能 放 出 と し て は ， 天 然
に お け る 生 成 量 に 比 べ て ， も っ と も 変 化 が 大 き か っ た 例 で あ ろ う 。

（ ６ ） １ ２ ９ １ （ １ ． ５ ７ × １ ０ ７ 年 ） 一 宇 宙 線 生 成 核 種 と して 知 ら れ ， 「 消 滅 放 射 性 核 種 」 の 有 力
候 補 と し て 注 目 を 浴 び て い た 。 国 内 で は ， 加 速 器 質 量 分 析 に よ る 測 定 は お こ な わ れ て い な
い が ， 放 射 化 分 析 に よ る 測 定 例 ９ ） は 知 ら れ て い る 。 こ の 研 究 は 環 境 放 射 能 に 関 係 し ， 東 海

村 に あ る 動 燃 （ 動 力 炉 核 燃 料 開 発 事 業 団 ） の 燃 料 再 処 理 工 場 か ら の １ ２ ９ １ の 放 出 に つ い て 追
求 し た も の で あ る 。 そ の 結 果 （ Ｔ ａ ｂ ｌ ｅ １ ） に よる と 再 処 理 工 場 か ら １ ２ ９ １ が 放 出 さ れ た 時 期 が

あ っ た こ と は 明 白 で あ る 。 ヨ ー ロ ッ パ に お い て も ， 加 速 器 質 量 分 析 に よ っ て 再 処 理 工 場 か
ら の 放 出 を 海 藻 と 海 水 の 分 析 に よ っ て 綿 密 に 調 査 し た 例 １ ｏ ） が あ り ， こ の 場 合 も 工 場 か ら の

放 出 が は っ き り と 認 め ら れ る 。 （ 関 心 を も つ 人 の 一 読 を お 薦 め し た い 。 ）

今 後 の 名 古 屋 大 学 に お け る 加 速 器 質 量 分 析 に 関 係 す る 研 究 の 一 層 の 発 展 を 願 う も の で あ
る が ， そ の た め に は 人 的 資 源 の 確 保 が も っ と も 重 要 で あ る こ と を つ け 加 え て お き た い 。
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